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福
岡
市
は
今
や
人
ロ
ー
４
０
万
人
を
数

えヽ
、韓
国
や
中
国
を
始
め
国
内
外
か
ら
多

く
の
人
々
が
行
き
交
う
ア
ジ
ア
２
父
流
拠

点
都
市
と
し
て
発
展
を
続
け
て
お
り
ま
す
。

現
在
の
こ
の
街
の
活
力
は
歴
史
的
に
は
ど

の
よ
う
に
し
て
育
ま
れ
て
き
た
の
で
し
ょ
つ
か
。
そ
の
要
素
は
い
ろ
い

ろ
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
古
来
よ
り
気
候
温
暖
で
居
住
に
適
し
た
地
で
あ

り
、博
多
湾
に
抱
か
れ
大
陸
と
の
交
流
が
活
発
に
行
わ
れ
た
日
本
文

化
流
入
の
窓
日
と
し
て
発
展
し
て
き
た
街
で
あ
る
こ
と
等
々
で
す
。

そ
の
う
に
現
在
の
彼
の
地
に
福
岡
城
が
築
か
れ
た
こ
と
、
即
ち
あ
の

地
を
古
代
大
陸
と
の
外
交
通
商
の
拠
点
と
し
て
選
び
、
あ
る
い
は
近

世
に
至
り
城
郭
を
築
く
に
ふ
さ
わ
し
い
地
と
し
て
選
ん
だ
先
人
の
先

見
性
が
挙
げ
い
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
よ
つ
か
。
鴻
臆
館
（当
初
は
筑

紫
館
）
は
ご
存
知
の
と
お
り
奈
良
、
平
安
時
代
に
５
０
０
年
の
間
我
が

国
の
国
際
的
交
流
の
場
、
国
立
の
迎
賓
館
と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。

遣
唐
使
、遣
新
羅
使
が
こ
こ
か
ら
出
国
し
、唐
、新
維
か
ら
来
朝
す
る

使
節
の
応
接
が
行
わ
れ
、
唐
や
宋
の
中
国
商
人
達
も
来
訪
し
、
賑
や

か
な
応
接
が
行
わ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
つ
。
こ
れ
ら
の
人
々
と
の
文
化
交

流
、商
取
引
に
よ
っ
て
向
か
い
側
の
博
多
の
街
も
活
気
に
溢
れ
た
と
思

い
ま
す
。
鴻
臆
館
は
そ
の
後
歴
史
か
ら
消
え
て
い
き
ま
す
が
、博
多
の

街
は
中
世
時
代
我
が
国
有
数
の
国
際
港
湾
都
市
と
し
て
発
展
し
て

い
き
ま
す
。
鴻
臆
館
が
置
か
れ
た
の
は
現
在
の
平
和
台
球
場
跡
で
あ

り
ま
す
が
、当
時
は
低
い
丘
陵
が
南
か
ら
延
び
、東
も
西
も
海
が
内

湾
の
よ
う
に
人
り
込
ん
で
い
た
そ
の
丘
陵
の
先
端
付
近
で
あ
り
ま
し

た
の
現
在
の
天
神
も
大
名
も
海
の
中
で
し
た
ｃ
そ
し
て
そ
の
土
地
に

後
世
１
６
０
１
年
（慶
長
六
年
）黒
田
如
水
、
長
政
父
子
が
大
城
郭
を

築
き
、
地
名
を
祖
先
の
地
に
因
み
「福
岡
」
と
改
め
た
の
で
あ
り
ま

す
。
城
郭
の
候
補
地
は
い
く
つ
か
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、結
局
博
多
に

隣
接
し
た
こ
の
地
を
選
ん
で
福
岡
城
を
築
い
た
こ
と
は
、現
在
ふ
た
ご

都
市
と
し
て
福
岡
、
博
多
両
方
の
特
色
を
持
ち
「自
治
都
市
」
「元

気
都
市
」
と
し
て
発
展
し
て
い
る
本
市
の
原
形
が
こ
の
時
作
ら
れ
た

と
い
っ
て
よ
い
で
し
ょ
つ
。
福
岡
藩
黒
田
家
は
そ
の
後
一回
の
国
替
え
も

改
易
も
な
く
、江
戸
幕
府
と
の
適
切
な
関
係
を
維
持
し
、福
岡
博
多

の
学
術
文
化
産
業
の
振
興
に
努
め
明
治
維
新
を
迎
え
ま
す
。
明
治

以
降
各
種
の
博
覧
会
の
実
施
、九
州
帝
大
の
誘
致
等
先
人
の
先
見
的

事
業
に
よ
り
本
市
発
展
の
礎
が
築
か
れ
ま
し
た
。
福
岡
市
博
物
館
は

こ
の
よ
う
な
二
十
年
二
旦
る
郷
上
福
岡
の
歴
史
に
関
し
、
黒
田
家
を

始
め
市
民
の
皆
様
の
協
力
に
よ
り
多
く
の
実
物
資
料
を
収
集
、
展
示

し
て
お
り
ま
す
。
ど
う
か
今
後
も
こ
れ
ら
輝
か
し
い
福
岡
博
多
の
歴

史
と
民
俗
に
つ
い
て
研
究
し
、子
供
た
ち
に
教
え
繋
い
で
い
く
拠
点
と

し
て
市
博
物
館
を
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
．
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５
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０
０
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平
成
十
八
年
二
月
四
日
、
読
売
新
聞
西
部
本
社

「よ
み
う
リ
プ
ラ
ザ
」
に
て
開
催
。
快
晴
に
恵
ま
れ

た
と
は
い
え
冬
の
寒
い
中

一
五
〇
余
名
の
参
加
者

が
あ
り
、
天
守
閣
を
初
め
と
す
る
福
岡
城
復
元
に

市
民
の
皆
さ
ん
の
熱
い
思
い
を
感
じ
ま
し
た
。
講

演
は
笹
野
桂
子
氏
の
今
日
の
日
程
に
つ
い
て
の
説

明
の
後
、
石
井
幸
孝
氏
の
挨
拶
、
岡
部
定

一
郎
氏

の
司
会
で
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
鶴
久
氏
が
鴻
腫
館

の
前
身
で
あ
る
筑
紫
館
に
お
け
る

『
万
葉
集
』
巻

十
五
の
天
平
八
年

（七
三
六
）
遣
新
羅
使
の
歌
を

解
説
、
榎
本
義
嗣
氏
が
福
岡
城
下
の
橋
大
手
門
の

復
元
状
況
を
映
像
を
使
用
し
て
の
説
明
、
荻
野
忠

行
氏
が
石
田
耕
古
画
伯
の
福
岡
城
大
手
門
の
実
物

絵
画
観
賞
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
下

の
橋
大
手
門
の
石
垣
工
事
中
の
見
学
で
は
榎
本
氏

が
一説
・明
、
寒
い
中
皆
さ
ん
か
ら
熱
心
な
質
問
が
な

さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
現
場
で
柴
田
國
彦
氏
が
石

垣
か
ら

「卍
」
印
の
つ
い
た
ふ
た
つ
の
石
を
見
つ

け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
筑
紫
鴻
臆
館
は
今
後
も
発

掘
を
続
行
さ
れ
ま
す
。
参
加
者
か
ら
の
紙
面
に
よ

る
質
疑
の
大
要
は
次
の
内
容
で
す
。

一　
二
，
和
歌
を
作
れ
る
人
は
今
で
も
多
く
は
な
い
。

防
人
か
ら
庶
民
ま
で
が
古
代
に
お
い
て
歌

っ
て
い

る
。
当
時
の
教
養
の
程
度
ま
た
は
教
養

シ
ス
テ
ム

は
ど
う
だ

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

二
　
赤
坂
地
区
の

お
こ
り
と
な

っ
た
赤
坂
山
は
具
体
的
に
は
現
在
ど

こ
に
位
置
す
る
山
を
指
す
の
で
し
ょ
う
か
。
三

・

江
戸
末
期
、
明
治
初
年
頃
の
三
〇
〇
石
は
今

の
金

額
に
換
算
す
る
と
ど

の
程
度
か
？
大
組
、
中
組
、

下
級
士
族
の
生
活
に
つ
い
て
も
知
り
た
い
。

四

熊
本
城
は
着

々
と
復
元
工
事
が
進
ん
で
い
ま
す
。

福
岡
城
も
木
造
で
是
非
復
元
工
事
を
進
め
て
欲
し

い
と
思
い
ま
す
。
五

・古
代
に
文
法
や
使
用
す
る

文
字
が
定
ま

っ
て
い
た
の
か
、
漢
字
圏
で
の
古
代

日
本
語
の
成
り
立
ち
は
ど

の
よ
う
な
も
の
で
あ

っ

た
の
か
。

な
か
な
か
即
答
が
出
来
な
い
質
疑
と
思
わ
れ
ま

す
。
皆
さ
ん
と
と
も
に
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
な
お
、

二
月
十
三
日
、

「日
本
城
郭
協
会
」

が
会
員
の
意
見
と
建
築
の
専
門
家
で
協
議
さ
れ

「日

本

一
〇
〇
名
城
」
を
発
表
し
ま
し
た
が
、
そ
の

一

つ
に

「福
岡
城
」
が
選
ば
れ
て
お
り
ま
す
。
中
津

城
で
は
黒
田
孝
高
時
代

の
石
垣
復
元
が
す
す
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

（荻
野
記
）

福岡城下の橋大手門石垣修復中

「おいしいものをおとどけしたい」̈。私たちの願いです
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新
し
く
築
城
さ
れ
る
城
の
命
名
の
由
来
に
つ
い

て
は
有
名
な
和
歌
が
あ
り
ま
す
。
如
水
が
太
宰

府
天
満
官
に
仮
寓
し
て
い
る
時
、
慶
長
七
年

含
六

Ω

し
正
月
十
六
日
に
長
政
公
等
を
招
い
て

「夢

想
之
連
歌
会
」
を
開
き
ま
す
。
そ
の
時
の
最
初
の

歌
に

「ふ
く
岡
」
（福
岡
）
が
見
ら
れ
ま
す
。

「松
む
め
や
末
な
か
か
れ
と
み
と
り
た
つ
山
よ

り
？
く
さ
と
は
ふ
く
岡
」
円
清

（如
水
）

博
多
古
図
で
み
‐，ま
け
と
福
岡
城
築
戦
以
術
の

福
崎
の
地
に
は
、
コ
言
固
大
明
神
」
と

「若
一王
子

社
」
と
で
つ
神
社
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
「光
雲

歎
費
『

颯

雛

弩

神
社
」
は
描
か
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
来
年
は
光
雲

神
社
が
西
公
園
に
遷
座
し
て
百
年
に
あ
た
り
現

在
寄
附
を
求
め
て
お
ら
れ
ま
す
、
コ
、
警
固
明
神

は
、
築
城
に
あ
た
り
警
固
神
社
と
し
て
、
現
在
の

天
神
に
移
築
遷
座
さ
れ
ま
す
。
」
由
緒
に
よ
り
ま

す
と
神
功
皇
后
が
朝
鮮
半
島
に
行
く
と
き
警
固

大
明
神
が
出
現
し
軍
船
を
守
護
さ
れ
た
の
で
、
帰

国
途
中
に
感
謝
し
て
神
功
皇
后
が
建
立
さ
れ
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
寄
進
も
多
く
藩
主
忠
之

の
産
土
神
と
も
な
り
ま
す
。

」ヽゝ
」に
は
東
照
宮
絵

馬
が
あ
り
、
大
型
の

「東
照
宮
模
型
」
は
現
在
市

え準薄

教
委
で
調
査
中
で
す
。

一
一

「
若
一王
子
社
」
は
移
築
さ
れ
な
く
天
守

石
垣
の
す
ぐ
西
側
に
鳥
居
と
祠
が
残
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
と
類
似
の
神
社
は
熊
野

（和
歌
山
県
）
に
見

ら
れ
ま
す
。
紀
伊
熊
野

（世
界
遺
産
指
定
）
の
信

社
仰
は
後
白
河
院
の
熊
野
権
現
熊
野
詣
で
と
し
て

躙
鶉

響

肝
た
悧
魏

邦

稀

ど

Ｎ

轟

現↓
彦
山
な
ど
の
山
伏
修
験
道
が
盛
ん
に
な
り
ま
す
。

赫
轍
好
“
郊
翻
剛
測
は
劉
囃
酬
動
馳
純
短

行
け
時 ‐こ

現．
藩
主
が
昆
布
を
あ
げ
た
と

「
黒
田
家
譜
」
に
記

嚇

暑

繁

餃

純

晰

卦

惟

齢

鑓

砕

夢

闘

蒙
評

霊

嗽
沐

胚

盗

廂
神
社
）
に
残
っ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は

「求
菩
提

即
山
資
料
館
」
で
見
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
そ
の
時

の
如
水
の
歌
、

「山
ふ
か
く
分
入
花
の
か
つ
散
り
て
春
の
名
残

も
け
ふ
の
ゆ
ふ
暮
」
円
清

〓
一

「光
雲
神
社
」
は
創
立
過
程
が
独
特
で
、

他
の

一社
と
は
異
な
り
ま
す
。
明
和
五
年

金
七

六
人
）
に
六
代
藩
主
継
高
が
本
丸
天
守
台
東
側
に

社
殿
を
建
て
、
黒
田
長
政
を
聖
照
権
現
と
崇
め
、

ま
た
安
永
二
年

盆
七
七
三
）
黒
田
如
水
を
水
鏡

権
現
と
称
し
、
共
に
合
せ
祭
ら
れ
ま
し
た
。
（図

１
）
し
か
し
、
贋
造
事
件
も
あ
っ
て
明
治
四
年
廃

藩
置
県
と
な
り
黒
田
家
は
東
京
へ
移
転
さ
れ
ま
す
。

旧
藩
士
や
有
志
等
は
十
一代
藩
主
長
淳
へ
拝
謁
し

て
懇
願
し
、
」ヽの
藩
祖
の
神
社
を
永
遠
に
維
持
し

奉
り
た
い
と
願
い
出
、
長
淳
は
そ
の
希
望
に
同
意

し
ま
す
。
明
治
五
年
、
旧
社
地
小
鳥
吉
祥
院
跡

（天

神
）
へ
奉
遷
し
、
両
神
号
を
も
っ
て

「光
雲
神
社
」

と
命
名
し
、
明
治
八
年

含
八
七
五
）
「県
社
」
に

昇
格
。
そ
の
後
荒
津
山
は
地
域
の
人
と
県
に
よ
っ

て
桜
の
樹
等
植
樹
し
整
備
さ
れ
、
光
雲
神
社
は
明

治
四
十
年

金
九
〇
七
）
荒
津
山
の
東
照
宮
跡
西

公
園
に
遷
座
し
ま
す
。
昭
和
二
十
年
の
福
岡
大

空
襲
で
惜
し
く
も
焼
失
し
ま
し
た
が
、
多
く
の
人

の
寄
附
で
昭
和
四
十
一年

含
九
六
六
）
再
建
さ
れ

ま
し
た
。

４
■
一
イ
■
一■
江
絆

罐隕
ｏ

(図 2)東照宮絵馬 (警固神社 )

求菩提山資料館 (右が如水歌 )
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き
も
の
き
ろ
う
会

（株
）
山
口
油
屋
福
太
郎

（株
）ブ
レ
ネ
ツ
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（株
）
黒
田
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る
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り
協
議
会
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●
と
の
一交
一流
一各事

福
岡
青
年
会
議
所
で
は
、

二
〇
〇
六
年
度

の
事
業
計
画

「夢
動
力
ふ
く
お
か
推
進
特
別

委
員
会
」
の
事
業
と
し
て

①
福
岡
城
再
建
運
動
の
調
査
、
研
究

．

②
福
岡
城
郭

エ
リ
ア
の
有
効
利
用
案
作
成

他
六
項
目
事
業
を
推
進
申
で
あ
る
。

福
岡
城
市
民
の
会
は
、
同
じ
目
的
を
も
ち
、

事
業
を
進
め
て
い
る
Ｊ
Ｃ
の
方
々
に
交
流
の

機
会
を
申
し
入
れ
快
諾
、　
一
月
十
七
日

（火
）

十
三
時
読
売
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
交
流
会
の
開

催
と
な

っ
た
。

当
日
は
、
双
方
の
自
己
紹
介
、
事
業
の
紹
介
、

熱
心
に
意
見
交
換
が
な
さ
れ
た
。

短
い
時
間
で
は
語
り
尽
く
せ
ず
、
我
々
の

毎
週
金
曜
日
の
例
会
に
も
顔
を
出
し
て
い
た

だ
く
こ
と
と
な
っ
た
。

Ｊ
Ｃ
よ
り
小
池
理
事
長
、
新
開
特
別
委
員

長
ほ
か
特
別
委
員
会
の
委
員
が
出
席
さ
れ
た
。

当
会
は
石
井
理
事
長
、
岡
部
事
務
局
長
ほ
か

各
部
長
が
出
席
し
た
。

二
月
二
十
本
日
は
Ｊ
Ｃ
主
催
の
勉
強
会

（中

央
市
民
セ
ン
タ
ー
）
に
当
会
か
ら
理
事
長
外

６
名
が
参
加
し
た
。　
　
・
　

　

　

・

平
成
十
八
年
三
月
八
日

（木
）
午
後

一
時

よ
り
福
岡
市
議
会
本
会
議
場
に
て
自
由
民
主

党
を
代
表
し
て
、
当
会
理
事
稲
員
大
三
郎
市

議
の
お
力
添
え
で
打
越
基
安
議
員
が
三
回
に

亘

っ
て
我
々
が
希
望
し
、
使
命
と
し
て
い
る

鴻
臆
館
と
福
岡
城
に
つ
い
て
の
将
来
構
想
に

つ
い
て
、
市
当
局
に
問
い
た
だ
し
て
頂
い
た
。

福
岡
市
側
は
教
育
委
員
会
の
植
本
と
み
子
教

育
長
が
答
弁
に
あ
た
っ
た
。

約

一
時
間
余
に
わ
た
り
質
問
と
答
え
の
応

答
が
あ
り
ま
し
た
が
そ
の
中
で
市
民
の
Ｎ
Ｐ

Ｏ
活
動
と
し
て
当
会

の
活
動
も
取
り
上
げ
ら

れ
た
。
特
に
、
市
当
局
と
当
会
が
共
に
協
力

し
て
市
民
の
資
源
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
る
Ｌ

歴
史
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
」
を
活
か

し
て
頂
き
た
い
と
強
調
さ
れ
て
終
わ
ら
れ
た
。

山
崎
市
長
外
各
助
役
局
長
に
加
え
て
全
市

議
会
議
員
の
面
前
で
は
じ
め
て
正
式
に
取
り

上
げ
ら
れ
た
事
実
を
傍
聴
席
で
拝
聴
し
我
々

の
使
．命
感

へ
の
大
き
な
至
近
弾
と
し
て
う

け

と
め
、
感
謝
し
つ
つ
議
場
の
ロ
ビ
ー
で
「
両

議
員
と
面
談
し
、
我
々
の
気
持
ち
の

一
端
を

お
一礼
を
申
し
上
げ
た
。
や
が
て
そ
の
詳
細
も

文
書
で
表
現
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

二
月
二
十
八
日
西
鉄
本
社
自
動
車
営
業
局

へ
現
在
呼
称
し
て
い
る
明
治
通
り

「大
手
門
」

の
バ
ス
停
呼
称
を

「福
岡
城
前
」
又
は

―‐「福

岡
城
前
大
手
門
」
と
変
更
出
来
な
い

も
の
か

と
多
く
の
資
料
を
添
え
て
陳
情
書
を
提
出
し
た
。

西
鉄
本
社
も
丁
寧
に
対
応
を
頂
き

「前
む
き

に
考
え
ま
す
」

と
の
返
事
を
頂
い
た
。
そ
う

し
て
更
に
次
回
の
バ
ス
ダ
イ
ヤ
改
正
等
の
折
に
、

具
体
的
に
対
応
で
き
た
ち
…
と
夢
の
ぁ
る
答

え
で
し
た
。
是
非
実
現
を
祈
り
ま
す
。

二
月
二
十

二

上

一十
三
日
の
二
日
間
、
福

岡
市
の
観
光
に
関
係
の
あ
る
各
部
署
の
人
々

に
加
え
て
、
新
し
く
第
四
次
観
光
ボ
ラ
ン
テ

イ
ア
を
志
す
人
々
が
わ
れ
わ
れ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

事
務
局
関
係
者
の
研
修
を
受
け
た
。

新
年
度
の
事
業
計
画
案
も
出
来
上
が
り
、

気
持
ち
も
新
た
に
動
き
出
し
ま
し
た
。
今
、

最
大
の
課
題
は
会
員
の
拡
大
で
す
。

当
会
の
活
動
の
目
的
等
が
、
即
、
会
員
皆

様
方
の
メ
リ

ッ
ト
に

つ
な
が
ら
な
い
の
で
、

厳
し
い
現
状
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

福
岡
市

の
街
づ
く
り
の
推
進
を
掲
げ
、

鴻

臆
館
や
福
岡
城

の
復
元
と
い
う
、
そ
の
道

の

り
は
遠
い
も
の
で
、
な
か
な
か
簡
単
に
取
り

組
ん
で
貰
え
な
い
苦
し
さ
が
あ
り
ま
す
。

と
は
い
え
、
夢
を
持
ち
、
実
現
に
向
け
て

「継

続
は
力
な
り
」
と
、
事
務
局
全
員
、
事
業
推

進
に
邁
進
い
た
し
ま
す
。

市
民
の
皆
様

の

一
方
な
ら
ぬ
ご
協
力
ご
支

援
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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市
民
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会
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